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学位論文要旨(横書き措書、ワープロ可、字数800字程度)

本論文の目的は、在沖フィリピン人女性のアイデンティティと沖比国際結婚夫婦問コ

ミュニケーションの問題を社会的構築主義の視点から考察することである。社会的構築

主義では、言語行為を社会の権力関係やイデオロギーを作り上げ、さらにアイデンティ

ティや人間関係を作り上げる社会的行為とみなす。本論文では、社会的構築主義の視点

から、第一に、在沖フィリピン人女性が状況に応じ、複数言語を使いこなすことによっ

て、 「日本語アイデンティティ J r英語アイデンティテイ J rタガログ語 ・地方語アイ

デンティテイJなどの多元的アイデンティティを構築していく過程を彼女達の事例を基

に考察していく。第二に、在沖フィピン人女性が沖縄人夫との聞に抱える葛藤課題やそ

の調整過程を分析する ことによって、彼女達が言語行為を通して、沖縄人夫との夫婦関

係をし、かに構築しているかを考察する。例えば、上手くいっている夫婦と上手くいって

いない夫婦ではコミュニケーション・パターンに違いが見られ、前者は対称性的言語行

為による平等な夫婦関係を構築する一方で、後者は非対称性的言語行為による不平等な

夫婦関係を構築する傾向があった。 言語行為によって夫婦関係が構築されていく過程を

彼女達の事例を通して見ていく。第三に、在沖フィリピン人女性のジェンダー観が沖縄

人夫とのコミュニケーションに与える影響や、ジェンダー観の違いによる言語態度が沖

縄人夫とフィリピン人妻の力関係の構築に与える影響を考察する。結論として、 言語が

在沖フィリピン人女性のアイデンティティ構築や沖縄人夫との夫婦関係構築に重要な役

割を果たしていることを議論し、今後、在沖フィリピン人女性が調和のとれたアイデン

ティティを構築し、建設的な夫婦関係を構築していく上で、ホスト社会が言語を通して、

どのようにサポートしていくことができるのかを提案していく。


